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バンブーブリッジの概要

表題になっているくらいなので、まずは
RFCバンブーブリッジの説明をしなけれ
ばならないだろう。
RFCバンブーブリッジ（以下、バン

ブー）とは、2006年 10月に行われた
二足歩行ロボットのサッカー大会「第1
回KONDO CUP」のために結成された
“Robot Football Club”である（何のヒネ
リもない）。KONDO CUPにはKHRシ
リーズ限定の「KHRクラス」と、全身のア
クチュエーターが近藤科学製サーボであ
れば自作機でも出場できる「オープンクラ
ス」の2部門があるのだが、バンブーはこ
の記事の執筆時点でそのKHRクラスを4
連覇中だ。
メンバーはキャプテンの石井英男さん

（本誌でもキットレビューなどを担当され
ている）こそ、ロボファイトなどの二足歩
行ロボット競技会に参加しているが、私
はROBO-ONEの予選に1回出たことが
あるだけ（もちろん予選落ち）、もう一人
の大塚実さんに至っては第1回KONDO 
CUPの直前にキットを組み立てた競技会
初参加の人物。スペックだけでは、なんと
も…な組み合わせだ。
ではロボットが特別なのかというと、

そんなこともない。基本的に3人ともが
近藤科学製の市販ロボットキット「KHR-
2HV」そのままで、標準状態と異なるの
は、無線化したことと、同社からリリース
されている「サッカー対応モーション・説
明書」の導入にあたって、指定されている
「バスタブソール」と「KRG-3（ジャイロ
センサ）」を組み込んだだけである。石井
さんだけはリチウムポリマーバッテリー
（11.1V）を使用していたり、私だけ加速

「ボールをより早く動かす」とは?　̶̶
より早くボールに到達して、より早く有利
なところに蹴り出すことができれば、ゲー
ムを支配することができるのだ。ぞんざい
な言い方をすれば、相手がシュートしよう
としたボールを相手より先に蹴ってしまえ
ば、相手はシュートできない。そういうこ
とだ。
例えば、サッカー対応パッケージの

シュートモーションで足を後ろに引くポー
ズがあるのだが、筆者はそこが気になっ
た。重心を移し、足を後ろに上げている
時間はほんの一瞬だが、その一瞬はロボッ
トにとってムダだ。人間なら足を加速させ
るための助走距離として足を後ろに“振り
上げる”のは必要だが、ロボットの関節は
モーターだから、最初からいきなり最大速
度・最大トルクで動くことができるはず。
であれば、足を揃えた状態からいきなり前
に蹴っても威力は変わらないはずである。
それに、モーションのお約束として「始
まったら終わるまでやめられない」という
点があるので、モーションは短ければ短い
ほどいい。相手から見ると、足を上げる
ポーズは「これから絶対打ちますよ」と合
図を出してもらっているようなものだ。
改良は実に単純。もともとあったシュー

トのモーションから「足を後ろに引く」部
分のポーズを削って繋ぎ直し、スピード
を多少いじるだけである。実装してみる
と、モーションが速くなったことに加え、
うまい具合にボールがつま先に乗るので、
ちょっと浮かせて蹴ることができ、ボー
ルの飛距離まで伸びるというおまけが付い
た。この“速いシュート”は、後にセット
プレーで使うために、ボタンを押したら片
足を上げて待機し、ボタンを離すとシュー
トするというモーションに再改良されてい

度センサを積んでいないという細かな違い
はあるが、ほとんどノーマルといっていい
だろう。
そもそも改造はほとんどできないクラ

スとはいえ、そんなバンブーが4連覇で
きたのはなぜなのか。6月30日～7月
1日にROBO-ONE版のサッカー大会
「ROBO-ONE Special Cup」が開催され
ることもあるので、ワンメイクのKHRク
ラスだけでなく、オープンクラスのことま
で含めた二足歩行ロボットのサッカー全般
の話も含めて解説してみよう。ちなみに、
ロボットのサッカーといっても無線操縦の
もののお話なので、この号でレポートして
いるロボカップ（自律サッカーロボットが
中心）とは別の話になる。

サッカーはスピードがポイント

同クラス4連覇という実績こそあるが、
バンブーは特別何かスゴイことをやってい
るわけではない。残念ながら現在の二足歩
行ロボットサッカーではロナウジーニョば
りのテクニックを再現することは期待で
きないし（2050年ならわからないけど）、
機体についてあらためてやったことといえ
ば、全体的な「スピードアップ」をはかっ
たくらいである（スピードアップに最も有
効なのはサーボモーターのパワーアップだ
が、バンブーはサーボの換装を一切行って
いないので、これについてはまた後ほど）。
バンブーの使用しているモーションは、

近藤科学からリリースされているKHR-
2HV用のサッカー対応モーションをベー
スに、モーション自体を再生するスピード
（パラメータの中にあるSPEED）を上げ
たほか、「ボールをより早く動かす」ため
にモーションを追加した。
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